
北九州市立大学 学報
THE UNIVERSITY OF KITAKYUSHU  INFORMAITON

青嵐青嵐 第 6号
SUMMER

CONTENTS

 TOPICS

お知らせ

大学地域貢献度ランキング 2位  
デンマークの子育て講演会 
インドネシア・ジャワ島募金活動 
国際交流係 2号館へ　等

北方サロン・公開講座

会議等
 　役員会／経営審議会／教育研究審議会

新副学長挨拶 01

02

04

 

 学部学科再編

09

 人事／行事予定／保健室からお知らせ

03

10

（北九大ビジネススクール）

　
K      BS2 08

こらむ キャリアセンター
都市政策研究所
防災センター

11入試広報 REPORT

 Open Campus 2006

05

●学報の愛称が「青嵐（せいらん）」に決まりました。
　青嵐とは、青葉茂るころに吹くやや強い風のことです。
　校歌にも「見よ青嵐の足立山」と謳われているほか、青嵐
グラウンド、青嵐祭（大学祭）、青嵐館（サークル会館）など
本学には馴染みの深いことばです。
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本年度から副学長が３人となり、各々担当を持つこととなりました。

新たに副学長に就任したお二人に抱負を語っていただきました。

※もう１人は国武豊喜副学長 ( 平成 17 年度より引き続き就任）

　近年、大学の環境が激変し、旧来の大

学のパラダイムは大きな転換を求められ

ています。このような時代の潮流の中、

北九州市立大学も法人化を契機に大きく

生まれ変わろうとしています。理事長と

学長のリーダーシップのもと、本学の目

指すべき基本戦略が打ち出され、「北の

翼」と名づけられた変革のグランドデザ

インが提示されて、これに従って経営、

教育、研究、社会貢献の各分野で実質的

な改革が次々と進められています。

　私は本年４月、このような改革途上で

副学長（キャリアセンター長、都市政策

研究所長等兼務）という職責をお引き受

けすることになりました。私は、大学の

変革にはロジックとシンパシィ、明確な

ビジョンの提示とメンバーの価値観の共

有化の２つが不可欠であり、そのいずれ

か１つを欠いても変革を起こすことは困

難であると考えています。ロジックやビ

ジョンはすでに学長によって明示されて

おり、この大学で長年お世話になった私

としては、後者のネットワーク構築であ

れば微力ながら副学長として貢献できる

余地があるのではないかと思い、副学長

を引き受けました。しかし、副学長とし

てまだ４ヶ月しか仕事をしていません

が、この職責は私の能力を大きく超える

ものであることを日々痛感しています。

　キャリアセンターの機動的運営、都市

政策研究所の総合的なシンクタンクへの

飛躍という目標は明示されているもの

の、現在はその実現に向けて最初の一歩

を踏み出したに過ぎません。学部学科等

の再編成でも学長を補佐する立場にあり

ながら、シンパシィ形成とネットワーク

構築という役割期待に十分にお応えでき

ていません。

　今後、ロジックとシンパシィの相克、

課題遂行における長期と短期のジレン

マ、機能間・部門間の摩擦などに振り回

されながらも、その不均衡が生み出すエ

ネルギーを糧にさらなる高みを目指して

仕事に取り組みたいと考えています。

　本年 4 月 1 日教育・研究担当の副学長

に就任いたしました。併せて新たに設立

された基盤教育センターのセンター長を

兼務しています。法人化 2 年目をむかえ

中期目標・中期計画に沿って大学の改革

はいよいよ具体的かつ実行的な段階へ進

んでいます。大学における教育・研究は

いわば大学存立の根幹であり、未来を担

う若者に将来を託す最後の学び舎として

の使命ともいえるものです。

　教育においては、基盤教育の充実と北

方地区の学部学科の再編成を平成 19 年 4

月にスタートするためにカリキュラムの

見直し作業も含めて現在全学をあげて準

備中です。基盤教育センターが担う基盤

教育においては、単なる学部学科の専門

教育への導入としてだけではなく、人間

形成、人格形成までも視野に入れながら、

学部学科の専門教育とあわせて現在を生

き抜く力としての教養力、人間力を育成

すべく、教養教育科目、語学教育科目、

情報教育科目を配置します。学部教育に

おいては外国語学部外国語学科の英語専

攻を新たに英米学科、中国語専攻を中国

学科として新設し教育内容の充実を図り

ます。大学院においては、専門職大学院

としてビジネススクールの設置が同じく

予定されています。教育内容の充実の施

策としてＦＤ委員会を新設し、教育の改

善、授業の改善に取り組んでいます。教

育者としての教員相互の情報交換、学生

の授業アンケートの分析を通して教育効

果の上がる改善策を模索しています。

　研究においては、研究委員会を中心に

教員研究費および特別研究推進費の効果

的な運用を検討するとともに、研究者と

しての教員間の情報交換の場として北方

サロンの実施など知的ネットワーク作り

による研究環境の充実に取り組んでいま

す。

　大学において主役である学生、教員と

職員がいかに調和し、協調しながら持続

可能な教育研究環境を作るのか、またそ

の活動から生まれる知の成果をどのよう

に市民、そして世界に還元できるのか。

これまでにも増して教育・研究を通した

本学の役割を考えることが今日的課題と

して重要だと思います。

新副学長
挨拶

副学長 晴山 英夫
はれやま 　ひでお

副学長 近藤 倫明
こんどう  みちあき

1952 年生　文学部教授　

専門は認知心理学等

2004 年～ 2006 年まで文学部長

本年度から新設の基盤教育センター長

を兼務

教育・研究担当

1945 年生　経済学部教授　

専門は企業論、経営学

2002 年～ 2004 年まで経済学部長

本年度から新設の都市政策研究所長、

キャリアセンター長等を兼務

地域貢献・国際交流・評価担当

法人理事を兼務
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Open Campus 2006 開催！
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＜ひびきのキャンパス＞　７月15日（土）・16日(日)

　当日は、県内外から多くの高校生や保護者が参加。

キャンパス内は普段見かけない学生服姿の高校生た

ちで賑わいました。

　会場では、各学科紹介や入学試験の説明を行う

「学部説明会」や各学科が趣向をこらした実験など

を巡回する「イベントツアー」が実施されました。

目の前で繰り広げられるさまざまな不思議に一緒に

見学した保護者の方が熱心に質問する一幕もありま

した。その他先輩たちが高校生たちの質問に何でも

答える「在学生・早期卒業生との情報交換会」や学

内施設を見学する「キャンパスツアー」、英語学習

に関するイベントなどなど。内容盛りだくさんのた

めすべてを見て回れず残念がる高校生も。

　参加した高校生からは、「先生や先輩方がとてもやさしくてうれしかった」、「入学したい気持ちが強くなっ

た」と言った声が多く聞かれ、高校生だけでなく従事した教員や学生たちにとっても忘れられない２日間となり

ました。

＜北方キャンパス＞　7月22日 ( 土 )・23日 (日 )
   今年度は、学内インターンシップの一つとして学生スタッフを募集し、企画から運営まで実施しました。
広報活動、学生イベントの企画運営、イベント全体の運営に分かれ、それぞれが自分の持ち場でしっか
り力を発揮しました。
　

   当日は、受付会場である体育館前に開始時間より

もずいぶん早くから、たくさんの高校生が集まり、

混雑を避けるため、予定よりも早く受付を開始しま

した。会場では、各学部教員による学部説明会や模

擬授業、なんでも相談コーナーなど多くのイベント

が開催されました。本館入口付近では、職員による

入試・就職・留学・学生生活・教務相談コーナーを

開設しました。高校生だけでなく保護者も同席し、

熱心に質問する姿が数多く見られました。

　また、学生が企画したキャンパスツアー、サーク

ル紹介、パネルディスカッションも実施しました。

キャンパスツアーは、学生自身が、高校生を連れて

学内を案内するというもので、学内を見学しながら

直接学生に勉強方法や学生生活について聞くことが

でき、高校生からは大好評でした。アンケート結果

を見てもほとんどの高校生が期待通りの内容だった

と回答していました。

　2日間で、約3,200人もの参加者があり、学内は

たくさんの高校生で終日賑わいました。
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▲大盛況の模擬授業

▲「キャンパスツアー」を行う学生スタッフ

▲移動ロボットで遊ぼう
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日経グローカル「大学の地域貢献度ランキング」
第２位

学生課国際交流係２号館へ移動

禁煙週間啓発活動の実施

北方事業場過半数代表者が選出される

名誉教授称号授与式

　北九州市立大学が市内
の子育て支援団体等（乳
幼児子育てネットワーク・
ひまわり、ＮＰＯ法人北九
州子育ち・親育ちエンパワ
メントセンター）と実施し
ている連携事業「コラボラ
キャンパスネットワーク」
による市民向け講演会『デ
ンマークの子育て』（講師：恒吉紀寿文学部助教授）が 6月 28日
（水）に開催されました。
　当日の参加者は一般、学生合わせて 100 名を超え、北欧の社
会福祉先進国デンマークの教育、文化、子育てなどについて、日
本との比較や実体験をふまえた興味深い講演内容に会場からも高
い評価をいただきました。その後に行われたキャンパスツアーに
は約 20 名の参加者がありました。

市民向け講習会「デンマークの子育て」開催

インドネシア・ジャワ島復興支援募金活動
～学生が小倉駅前で募金を呼びかけ
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　北九州市立大学は、日経産業消費研
究所の発行する『日経グローカル№５
３（6月5日号）』において、首都圏を除く
4年制大学の地域貢献度を比較したラ
ンキングで、堂々の第2位（公立大学で
は第1位）となりました。
　今回の結果は、本学の地域貢献、社
会貢献の様々な取組が総合的に高い
評価を得たものと言えます。
今後も地域貢献事業の着実な取組と一層の創意工夫、努力を

重ね、地域社会の発展に貢献していきます。

　学生課国際交流係は本学の国際交流事業を大きく展開
し、留学生に対するサポート体制の充実を図り、また留学生
と日本人学生の交流をさらに推し進めるため、6月7日（水）、2
号館国際教育交流センターのオフィスに移転しました。 
　本学の留学生はセンターで過ごす時間が長く、どちらかと
言えば留学生仲間だけの世界を築きがちです。 
　学生課で派遣留学や語学研修の窓口になっていたライン
がセンターへ移転することによって、これから留学を目指す
学生がセンターへも足を運ぶようになりました。実際、この2
ヶ月間で本学に来ている留学生との自然な交流の輪が広が
っています。 
　今後は、この国際教育交流センターが本学の国際交流事
業を推進する大きな役割を担う場として、さらに発展していく
ことが期待されます。　

　北方事業場職員の過半数の労働者を代表する者（過半数
代表者）を選出する信任投票が、６月２９日（木）から７
月５日（水）まで行われ、文学部の　小賀　久　助教授が
信任されました。
　過半数代表者は、労働基準法に基づく就業規則作成・変
更にあたっての意見書作成などを行います。

　平成１８年度名誉教授称号授与式が、５月２５日（木）、学
長室で行われました。
　当日は、新名誉教授のうち、山崎克明氏、辻光博氏、乘口眞
一郎氏、村田朋美氏の４名が出席されました。

　５月３１日（水）の世界禁煙デー、同日から６月６日（火）ま
での禁煙週間にあわせ、北方地区安全衛生委員会が啓発ちら
しの配布を行い
ました。
　ちらしでは、喫
煙の及ぼす健康
被害だけでなく、
受動喫煙による
健康被害につい
てふれました。
　また、イントラ
ネット掲示による教職員への周知活動、ポスター掲示なども
行いました。

TOPICS

　インドネシア・ジャワ島中部地震の被災者支援のため、北九州市
立大学外国語学部国際関係学科と法学部政策科学科の学生が、6
月10日(土) 、11日(日) 、17日(土)、18日(日)の計4日間JR小倉駅前で
募金活動を行いました。参加したのは、研究課題として東南アジア
や国際協力といったテーマを扱っている国際関係学科大平助教授
ゼミ、政策科学科三宅教授ゼミの学生１５名です。三宅教授ゼミで
は、毎年合宿でジャワ島を訪れており、その縁で今回の支援を決め
ました。両ゼミでは、2004年のスマトラ沖震災の際にも学部学科の
境を越えて有志による募金活動を実施しています。
　学生たちは、現地で苦しんでいる人たちの手助けになればと大
きな声を出して、駅利用者や通行人に募金を呼びかけました。ま
た、現地で撮影した写真を使った絵はがきも販売しました。集まっ
た募金と絵はがき販売の収益は、赤十字や支援団体を通じて現地
に届けました。



保健室からのお知らせ行事予定

  8/27    大学院修士課程
                           （前期日程）入試
  

  9/24    大学院社会システム研究科
　　　　          ( 前期日程）入試

  9/27     編入学試験

  9/28　 9 月卒業者学位授与式

10/2　第２学期授業開始

10/8   
       -  20  産学連携フェア
　　　　　　　　（ひびきの）

11/2
       -  5（予定）  青嵐祭
11/11
       - 12   ひびきの祭

11/26　推薦入学試験
　　　  社会人特別選抜試験
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人　事

人　事
＜退　職＞
　（死　亡）
　5/１５付　古牧　育男　
                             （国際環境工学部教授）

＜名誉教授＞
　4/　1付　
　第７６号　山崎　克明　
                             （元産業社会研究所長）

　第７７号　辻　　光博
                        　（元外国語学部教授）

　第７８号　乘口　眞一郎
                            （元外国語学部長）

　第７９号　村田　朋美
                       　（元国際環境工学部教授）

　第８０号　髙橋　進一
                       　（元国際環境工学部長）

　＜叙位叙勲＞
　6/１３付
　正五位瑞宝小綬章
                    　 髙橋　進一  名誉教授

お知らせ

空手道部全九州学生空手道選手権３位入賞、
全日本大会へ出場

全西日本大学生中国語コンテストで
中国語会話研究会活躍

 　五星奨 - 全西日本大学生中国語コンテストが、６月３

日（土）、北九州市立大学主催、中国駐福岡総領事館の後

援で開催されました。

　当日は、武亜朋総領事が見守る中、中国語会話研究会

所属の 綾　三恵子 さん（外国語学部４年）がスピーチの

部で、 中瀬古  健 さん（外国語学部２年）が暗唱の部で、

それぞれ優勝しました。

　なお、中瀬古さんは、南開大学１年間学費免除留学権

を獲得しました。

　５月１４日（日）から、宮崎で行われた第４７回全九州

学生空手道選手権大会女子形で、空手道部の　八瀬　

友紀　さん（文学部２年）が３位に入賞し、全日本空手道

選手権大会へ出場しました。

　八瀬さんは、大分国体（平成２０年度）の強化選手に

指定されており、今後の活躍も期待されます。

ＥＳＳ（米英研究会）姫山杯ディベート
大会優勝

　６月１１日（日）、山口大学で行われた、第２２回姫山

杯ディベート大会において、本学ＥＳＳの北九州市立大

学Ｂチームが優勝、同Ａチームが３位と健闘しました。

※髙橋進一名誉教授は 5/15 死去

硬式野球部３年連続全国大会出場ならず　

　硬式野球部は、２００６年春季リーグを８勝２敗の２

位で終え、３年連続の全日本大学野球選手権大会の出場

はなりませんでした。

　４勝を上げた　梶野　修平　投手（経済学部３年）が

最優秀選手を獲得しました。

応援団チアリーダー部頑張ってます

　応援団チアリーダー部は、新北九州空港開港イベント

に小倉南区を代表し出演しました。

　同部は、例年車椅子バスケットボール大会のハーフタ

イムショーに出演するなど幅広く活動していますが、  平

成 １７年度には

JAPANCUP2005 チ

アリーディング日本

選手権大会への出

場を果たし、より多

くの皆さんに愛させ

る団体へと成長しま

した。

　蝉の声が一斉に大空に響いて夏

本番。私、4月から新しく教職員

と学生の健康管理を担当していま

す。昨年の健康診断結果の某学部

は、所見ありが８１％でストレス

度の高さに驚き、7月の研修会で

生活習慣病を中心に予防の話をい

たしました。職員には産業医と保健指導をしていま

す。

    長期に閉じこもって医療にのれなかったり、メンタ

ルで苦しんでいる学生には保護者との面接や医療機関

と連携した医療ルートの道を開いたり、訪問により気

持ちを聴いたりしています。来年からは学生に社会人

になっても大いに役立つ自己管理論を話します。

    心と身体は表裏一体、繊細です。安心して教鞭や仕

事に励めるようお力になりたいと思います。家族の健

康や子育てについてもお気軽にお声をおかけ下さい。

お待ちしております。

生田 健康総括主幹
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北九州市立大学が新しく生まれ変わる！
平成１９(2007) 年４月　学部学科等を再編成します

Ⅰ　学部学科等の再編成の考え方

　

（１）基盤教育センターの設置・強化

（２）外国語学部の強化

（３）専門職大学院ビジネススクール（MBA）の開設

　

（文部科学省設置認可届出予定）

　北九州市立大学は平成１９(2007) 年４月、新しく生まれ変わります。「入試から就職までの一貫した教
育システム」を整備し、学部学科等を再編成して、時代を切り開く人材の育成に努めます。

Ⅱ　再編成後の学部学科入学定員変更（予定）

●　英米学科、中国学科に昇格・充実

●　外国語学部の定員が３０人増（235 人→265 人）

英米学科 10 人増、中国学科 10 人増、国際関係学科 10 人増

●　経済学部の定員が３０人減（340 人→310 人）

※網掛けが変更予定

経
済
学
部

文
学
部

法
学
部

国
際
環
境
工
学
部

外
国
語
学
部

入学定員

（現　   在） （平成 19 年度）
学科・専攻 学科

外 国 語 学 科 英 語 専 攻 （昼） 90 英 米 学 科 （昼） 100
（夜） 25 （夜） 25

外 国 語 学 科 中 国 語 専 攻 （昼） 35 中 国 学 科 （昼） 45
（夜） 10 （夜） 10

国 際 関 係 学 科 （昼） 65 国 際 関 係 学 科 （昼） 75
（夜） 10 （夜） 10

計 （昼） 190 計 （昼） 220
（夜） 45 （夜） 45

経 済 学 科 （昼） 155 経 済 学 科 （昼） 140
（夜） 15 （夜） 15

経 営 情 報 学 科 （昼） 155 経 営 情 報 学 科 （昼） 140
（夜） 15 （夜） 15

計 （昼） 310 計 （昼） 280
（夜） 30 （夜） 30

比 較 文 化 学 科 （昼） 135 比 較 文 化 学 科 （昼） 135
（夜） 15 （夜） 15

人 間 関 係 学 科 （昼） 75 人 間 関 係 学 科 （昼） 75
（夜） 10 （夜） 10

計 （昼） 210 計 （昼） 210
（夜） 25 （夜） 25

法 律 学 科 （昼） 160 法 律 学 科 （昼） 160
（夜） 35 （夜） 35

政 策 科 学 科 （昼） 68 政 策 科 学 科 （昼） 68
（夜） 17 （夜） 17

計 （昼） 228 計 （昼） 228
（夜） 52 （夜） 52

環 境 科 学 プ ロ セ ス 工 学 科 50 環 境 科 学 プ ロ セ ス 工 学 科 50

環 境 機 械 シ ス テ ム 工 学 科 50 環 境 機 械 シ ス テ ム 工 学 科 50

情 報 メ デ ィ ア 工 学 科 100 情 報 メ デ ィ ア 工 学 科 100

環 境 空 間 デ ザ イ ン 学 科 50 環 境 空 間 デ ザ イ ン 学 科 50

計 250 計 250

計 1,340 計 1,340

入学定員

外
国
語
学
部

国
際
環
境
工
学
部

法
学
部

文
学
部

経
済
学
部

235

340

265

310

235

280

235

280

　北九州市立大学は、常に新しい時代と社会に即応する教育・研

究体制の充実を図っています。現在では、外国語学部、経済学部、

文学部、法学部、国際環境工学部の５学部に加えて、大学院７研

究科を有する我が国でも屈指の公立の総合大学になっています。

北九州市立大学は、この総合大学の強みとメリットを最大限に生

かして、確かな専門性と柔軟な思考力を持った人材の育成に力を

注いでいます。さらに、地域社会の要請や学生のニーズに応える

ために、昼夜開講制やセメスター制度の導入、学生の授業評価の

実施など教育システムを見直し、学生の声を反映した教育の改善

にも取り組んでいます。

　学生一人ひとりが知を探求し、個性を磨いて、社会に飛び立っ

ていく滑走路、それが大学の学部学科です。北九州市立大学は、

これまでにも増して魅力的で個性的な教育プログラムを提供し、

社会に対する教育責任をしっかりと果たすために、学部学科等を

再編成します。

　主要な基本的方向は次の三つです。

　現在、日本の各大学が抱える教育上の大きな問題は、いかに

人間性豊かな人材を育成するかということです。この「人間形

成」と「人格形成」という課題に対して、本学は全国の大学に

先駆けて、約２０人の教員スタッフを抱える基盤教育センター

を設置し、全学を挙げて「人間力」を育成・強化することに取

り組みます。

　２１世紀におけるグローバリゼーションの本格化と中国を中

心とする東アジアの重要性が増大する中で、国際感覚に優れた

人材を数多く輩出してきたことについて、北九州市立大学は高

い評価を受けています。このような時代の動きに応えるため、

外国語学部の外国語学科（英語専攻、中国語専攻 ） 、国際関係

学科の２学科から英米学科、中国学科、国際関係学科の３学科

体制として本学発祥の学部である外国語学部を強化します。

　地域のニーズに対応し、高度なマネジメント能力を備えた専

門職業人を養成する 専 門 職 大学院ビジネススクール (MBA)

を開設します。

外国語学部の外国語学科英語専攻、中国語専攻が英米学科、中

国学科に昇格し充実

専門職大学院ビジネススクールの開設に伴い、経済学科15人減、

経営情報学科 15 人減

なお、外国語学部の定員増は前期試験の入学定員の増、経済学

部の定員減は後期試験の入学定員の減で、実施する予定です。
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Ⅲ　各学部等の概要

英米学科
　英米学科は、英語を読む、聞く、話す、書くことのできる実践的英語能力

と豊かな国際的センスを持つ人材の養成を目指し、この目標達成に向けて学

科の教員が全力を注ぎます。

　そのために、従来のカリキュラムと教授方法を見直し、英語教育担当教員

を大幅に増員します。

　その特徴として、１年次から４年次までの授業にネイティブスピーカー教

員を配置し、英語実践能力を徹底的に磨く一方で、英語圏の文化、政治、ビ

ジネスについても学ぶことができます。専門科目は演習を中心に少人数クラ

ス編成とし、特に３・４年次の演習では、通訳、翻訳、メディア英語など実

践的ゼミを配置して、進路を意識した教育を行います。

中国学科
　北九州市という中国に近い地理的条件を生かして、長年にわたって中国語

教育に取り組み、中国語や現代中国に精通した人材を養成してきました。こ

の実績を生かして、今回の再編成では、中国語をベースにした中国の歴史・

経済分野を拡充します。

　中国語と中国文化・社会等を学び、ダイナミックに変動するありのままの

中国を知るとともに、実践的な中国語を習得し、今後のアジアの時代をリー

ドする人材を育成します。

国際関係学科
　英語のみではなく、近隣のアジア諸国やヨーロッパの言語も学び、様々な

国際問題などにも目を向ける社会科学分野の知識を養成してきましたが、今

回、韓国経済と東南アジア地域研究分野を拡充します。充実したカリキュラ

ムで多様な文化を幅広く学び、躍動する世界を視野に新たな国際関係を築く

知性を養うことで、国際協調の礎を構築できる人材を育成します。

（１）外国語学部

（２）経済学部
　

経済学科
　現代の経済学は、環境問題を始めとして、地域的、国際的、地球的課題に

対して新たな経済システムをデザインし、構築することが求められています。

こうした流れを踏まえて、経済学科では、地球市民的視野と豊かな教養を身

につけ、同時に経済学の高度な専門知識を備えた、理論と実践を統合できる

専門的職業人を育成します。

経営情報学科
　高度化、複雑化する現代社会に対応するためには、総合的な環境分析やマ

ネジメント理論とともに、コンピュータ解析や経営工学の技法の習得が不可

欠になっています。

　経営情報学科では、理論と実践を統合した教育を通じて、ジェネラリスト

としての総合力とスペシャリストとしての高度専門知識を備えた有能な人材、

問題解決型人材を育成します。

（４）　法学部
　

法律学科
　法律学科では、高度に発達した現代社会の様々な現象と課題に適切に対

応するために必要とされる「法的思考力（リーガルマインド）」を身につけ

るとともに、特色ある履修コースを設定して、これまで以上に、現代社会

の課題に柔軟に対応できる主体的・実践的な人材を育成します。

政策科学科
　政策科学科では、福祉・環境・情報、政治体制や国家の枠組みの動揺、

頻発する民族紛争、経済のグローバリゼーションなど、ミクロからマクロ

まで各レベルで新たな問題を解決できる能力である「政策的思考能力（ポ

リシーマインド  ）」を有し、国際社会に応える、新たな政策アプローチを

身につけた人材を育成します。

（３）　文学部

　

比較文化学科
　比較文化学科では、日本文化と異文化を正しく理解し、地球的視野に立て

る人材を育成してきました。さらに今回、英米及びフランス・ドイツに加え、

スペイン・ロシアなど欧州文化・歴史分野等を充実・強化し、これまで以上

に国際化の時代に不可欠な「日本文化を見据え、異文化を正しく理解し、世

界を視野に入れた国際人」を育成します。

人間関係学科
　人間関係学科では、理論と実践を通じて、人間と社会を総合的に探求する

ことのできる人材を育成してきました。これまで以上に、実験、実習、調査、

フィールドワークなどの実践的教育を充実・強化し、心身の健康、教育、文

化、環境などに関し、総合的な理解と深い知識を生かしながら、人間にかか

わるさまざまな領域で活躍できる人材を育成します。

　外国語学部は、北九州外事専門学校の創立以来からの本学の中心

をなす学部としての歴史を有しており、その語学力と国際感覚を生

かして国際社会で活躍する人材を世に送り出してきました。

　今回の再編成では、外国語学科の英語専攻と中国語専攻をそれぞ

れ英米学科と中国学科に昇格させ、拡充・強化します。また、国際

関係学科は東（韓国等）・東南アジア分野を充実・強化します。

　経済学部は、経済と社会の密接な関係をグローバルな視野で捉え

ることのできる人材を育成してきました。

　また、平成１９ (2007) 年４月に専門職大学院ビジネススクール

（MBA）を設置することに伴い、学科の定員を見直し、これまで以

上に現代社会に対応できる教育プログラムを構築します。

　文学部は、多彩なアプローチで人間と文化の相互関係を理解でき

る人材を育成してきました。

　今回の再編成では、比較文化学科を整備し、英米に加え、欧州の

文化及び歴史などを充実・強化しました。

　法学部は、社会情勢の変革が加速する時代において、多方面に

わたる社会現象を広い視野から深く理解し、総合的に判断し、的

確に処理しうる能力を有する能動的かつ実践的な人材を育成しま

す。
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（５）　国際環境工学部
　

環境化学プロセス工学科
　環境化学プロセス工学科は、自然界・環境と調和する有効な科学技術とシス

テムの開発とともに、自然環境に調和した新素材の開発や資源の有効活用・物

質の高度リサイクル技術（物質循環システム）の開発、有害物の無害化利用の

新プロセス開発等に取り組むことにより、グローバルな２１世紀型人材を育成

します。

環境機械システム工学科
　環境機械システム工学科は、エネルギー・資源問題、地球温暖化、廃棄物処

理・環境汚染などの課題を解決し、「豊かな社会 」と「持続可能な社会 」を両

立させることのできる環境問題に対応した人材を育成します。

情報メディア工学科
　情報メディア工学科は、情報技術の進歩により、多様な地域の人々とのコミ

ュニケーションが可能になった現代において、単に技術を追求するだけでなく、

メディアを駆使して自ら未来を描くことができる情報のスペシャリストを育成

します。

環境空間デザイン学科
　環境空間デザイン学科は、従来の建築学の領域を拡大し、省資源・低環境負

担のための建築・地域システムを創造するため、資源・エネルギーやエコロジ

ーに関わる研究分野と実践領域を統合し、望ましい人間環境を創造する人材を

育成します。

（６）　基盤教育センターの拡充・強化
　

基盤教育とは何か
　私たちが生きる現代社会はグローバル化や情報化が進展し、激しく変化して

います。「基盤教育」では、このような現代社会が生み出す様々な課題を解決し

ながら  、自ら考え判断して生きていくことができる「基盤」となる能力、すな

わち「現代を生き抜く力」を伸ばす教育を行います。

新しい基盤教育
　「基盤教育」は、１･２年生を中心とした従来の基礎教育とは異なり、高校か

ら大学、さらに専門教育への接続、卒業後の社会への橋渡しまでを含めて、学

生の皆さんの入学時から卒業時までに関わる教育体制を備えています。

　学部学科の専門科目を学ぶとともに、この「基盤教育」を通じて、深い教養

と豊かな人間性を育むことによって、卒業後の将来にも結びつく能力を習得で

きる教育を提供します。

基盤教育の三つの科目群
　『教養教育科目』『外国語教育科目』『情報教育科目』の三つの科目群から

構成されます。

　『 情報教育科目 』では、氾濫し複雑化する情報に主体的に向き合い、情報

化社会を生き抜く力及び自ら解決する能力を身につけます。

　この科目群では、コンピュータを中心とする情報システムを使いこなす技

能や情報システムの背後にある論理的な考え方の習得、及び社会との接点に

おける情報対応や情報システムを用いた問題解決能力の習得を目指します。

　『外国語教育科目 』では、より実践的な英語力とともに、多言語・多文化

主義の理解及び異文化を受け止める力（ 情報の受発信等 ）を身につけます。

そして、言語コミュニケーションへの認識を深めます。

　この科目群では、単にその言語の習得やその言語が使用される国や地域に

ついての知見を得ることにとどまらず、相応の語学力の獲得を通じて異文化

間コミュニケーション能力の習得を目指します。

　『教養教育科目』では、人間の知恵や幅広い知の実践について学びます。

　この科目群では、様々な学問領域を横断する学際的な講義、入学から卒業

へ至るまでの実践的キャリア科目、専門教育に必要な学習スキル科目や専門

教育との対話、生活に必要な基本スキル科目などを通して、実践知の修得を

目指します。

　平成１３(2001) 年４月に国際環境工学部が設置されて以来、未来を

切り開く叡智と技術をもつ人材を育成してきました。

　今後、地球環境問題など２１世紀に直面する課題に挑戦し、日本だ

けでなくアジアに向けて育成に取り組みます。

　学生への教養教育、外国語教育、情報教育等を充実し、また、学

部専門教育への円滑な接続を確立するため、平成１８(2006) 年４月、

「基盤教育センター」を設立しました。

　今後もセンターを拡充・強化し、学生が主体的に課題を解決して

いくための能力の育成、卒業後の生き方への指針、社会での活躍を

支える基礎知識などについて責任をもって取り組みます。
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平成１９(2007) 年４月
専門職大学院ビジネススクール（ＭＢＡ）を設置予定

Ⅰ　趣旨・目的

Ⅱ　設置構想概要

Ⅲ　養成する人材像

主に社会人を対象として、マネジメント・経営管理に関する実践的な教育を行い、民間及び公的部門において

革新的な事業創造や組織革新を実現し、地域発展の中核的役割を担える高度なマネジメント能力を備えた専門

職業人を養成する。

（１）名　　称　　　　マネジメント研究科（通称：北九大ビジネススクール）
『 K   B S （ケーツービーエス）』 ・・・　Kita-Kyushu Business School2

（２）学生定員　　　　６０人（１学年３０人×２年）
（３）修業年限　　　　２年（最長４年までの長期履修学生制度を導入）
（４）修了単位　　　　４０単位
（５）学　　位　　　　経営学修士（専門職）　・・・ＭＢＡ（Master of Business Administration）
（６）設置時期　　　　平成１９(2007) 年４月
（７）開講時間　　　　平日夜間（ＡＩＭにサテライトキャンパス設置）
（８）教員体制　　　　地域の「知」を結集した実践重視の教員体制

土曜昼間（北方キャンパス）

（９）組織再編　　　　修士課程の経営学研究科を募集停止

革新的なビジネスを担える人材

・中堅・中小企業、

ベンチャー企業の専門的経営者
・　企業における経営職、上級管理職日中間のビジネスや連携・交流の

最前線を担える人材

・　中国ビジネス、日中交流のリーダー

革新的な経営感覚を備えた

公的セクターの人材

・　自治体、外郭団体などの

　パブリック・リーダー

マネジメント手法を取り入れて

医療・福祉法人の運営を担える人材

・　医療法人・福祉法人などの専門的経営者、

　上級管理者

Ⅳ　カリキュラム概要

特　　　色

①  「ビジネス」と「パブリック」２本柱によるマネジメント能力の養成

②  本学の伝統を生かした中国語科目、中国ビジネス系科目の配置

③  環境都市としての地域特性を背景とした環境ビジネス系科目の配置

（文部科学省設置認可申請中）

プロジェクト研究科目

エグゼクティブ科目

アドバンスト科目

ベーシック科目
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役員会

経営審議会

教育研究審議会

第１０回　６月１３日（火）
① 専門職大学院ビジネススクール設置について
② 学部学科再編の基本的な方向について
③ 平成１７年度計画に係る自己点検・評価報告書案
について
④ 平成１７年度財務諸表、決算報告及び事業報告に
ついて

    第７回　６月１３日（火）
① 専門職大学院ビジネススクール設置について
② 学部学科再編の基本的な方向について
③ 平成１７年度計画に係る自己点検・評価報告書案
について
④ 平成１７年度財務諸表、決算報告及び事業報告に
ついて
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平成 18 年 6月 13 日～ 7月 25 日までの開催状況について掲載します。
なお、各審議会等の議事要録については、大学ホームページから閲覧することができます。

第２８回　４月２５日（火）
         ① 教員の採用について

② 教員の退職について
③ 外国人留学生特別入学規程の改正について

第２９回　５月９日（火）
        ① 名誉教授の称号授与について

第３０回　５月２３日（火）
   　 ① 教員の採用について
   　 ② カリキュラム委員会の設置について

第３１回　６月６日（火）
   　 ① 教員の採用について
   　 ② ビジネススクールの設置について
   　 ③ 平成１７年度自己点検・評価報告について

第３２回　６月９日（金）
   　 ① 学部学科等の再編について

第３３回　６月２７日（火）
① 学部学科等再編について
②新学科設置準備委員会及び学科再編準備委員会
    の設置について
③ 同意書の提出について
④ 入試制度の改正について

第３４回　７月１１日（火）
   　 ① 学則の変更について
        ② 教員の採用及び昇任に関する資格選考規程運用
             内規に関する了解事項について
   　 ③ 教員の採用について
   　 ④ 学部学科間人事調整委員会の設置について
   　 ⑤ 教員の学部・基盤教育センター間の異動について
   　 ⑥ 基盤教育センター再編準備委員会の設置について
   　 ⑦ 教員研究費の運用改善について

第３５回　７月２５日（火）
        ① 教員の採用について
        ② 旅費規程の改正について

会議等
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　　平成１８年度の公開講座は、春期（４～７

月）、夏期（８、９月）、秋期（１０～１２月）

に計７講座が開講されます。

春期は『「まちがい」の心理学』、『北九

州市の再生‐政策科学科からの提言‐』の２

講座が開催され、多くの市民の方に参加いた

だきました。

　　夏期は『ことばのしくみ‐明日から使える

英語のあれこれ‐』（定員５０名）、『アメリ

カのミュージカル、ミュージカルのアメリ

カ』（定員１００名）、『お金のはなし‐ＭＢ

Ａアプローチ‐』（定員５０名）の３講座が予

定されています。
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第４回　北方サロン　

キャリアセンター
　助教授　真鍋 和博

防災センター　
　所長　吉岡 義雄

都市政策研究所
　助教授　吉村 英俊

「オープンキャンパスと
  就職ガイダンスを
  学生がプロデュース！」

「大学と地域社会との
連携拠点！」

「はい、こちらは北九州市
立大学防災センターです。」

私達はキャンパス内の電気、冷暖房、給

排水など建築設備の運転管理・セキュリ

ティ（鍵管理や警備）、公用車、駐車場、体

育館の管理・建物内外の清掃などの業務

を委託されています。

　キャンパスの中であまりお目にかかるこ

とは無いと思いますが、常に皆様の安全と

健康を守る為、そして清潔で快適な環境を

創る為に働いています。

　私達は “縁の下の力持ち” 的なこの仕事

に自信と誇りを持っています。

　ぜひ一度本館地下の防災センターまで

お越し下さい。　

都市政策研究所は、平成 18 年 4 月、

本学の付属機関であった北九州産業社

会研究所と財団法人北九州都市協会の

研究部門が統合して生まれました。産・

官・民に真に開かれた研究所として、

価値創造を図り、地域社会の発展に貢

献してまいります。

　具体的には、本学の 5 学部・大学院

7 研究科の知的総合力を発揮して、産

業社会、社会福祉、都市計画の分野につ

いて、受託研究をはじめとする調査研

究や助言指導、研究プロジェクトの企

画などを行ないます。また、資料室には

14,000 冊を越える貴重な文献が所蔵

されており、多くの方々の調査研究に

寄与しています。
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キャリア教育の一環として、コンセプ
ト設定、リスクマネジメント等ビジネス

で使えるスキルや考え方を学びながら

企画、運営を学生が実行しました。

以下は両チームリーダーの感想です。

『プロジェクトを通して、仕事における

「報、連、相」の大切さを実感。在学生

主体のオープンキャンパスが北九大

恒例になるといいですね。』

【外国語学部４年Oさん】 

『私達がガイダンス運営を通じて就活

への不安が和らいだように、同じよう

な感想を参加した学生に言っていた

だけた時は「やってよかった」と思いま

した。』　【法学部 3年Ｍさん】

　平成１８年度から毎月第３水曜日に本館

７階ラウンジで研究交流会 『北方サロン』

を開催しています。

    毎回様々な分野の先生方に話題提供

していただき、 第２回 (5/17) では文学部

の岩本真理子先生、 恒吉紀寿先生、 第

３回 (6/28) は基盤教育センターの漆原朗

子先生、 スーザン ・ フィッシャー先生、

第４回 (7/19) は外国語学部の城戸光世先

生、 田吹長彦先生に話題提供いただき、

研究内容やエピソードを、 ユーモアを交

えつつご紹介いただきました。

　会場とのディスカッションでは毎回活発な

意見交換が交わされるなど、 アカデミック

な雰囲気の中で交流が進んでいます。

　今後とも多くの先生方のご参加をお待ち

しております。 是非一度ご参加ください。

　次回 （第５回） は９月２０日 ( 水 )１６ ： ００

からです。



＜今後の進学ガイダンス参加予定＞

開催地 日 時 会場 ( 所在地） 主 催

北九州市

福岡市

長崎市

熊本市

広島市

9/29（金）

12/2（土）

9/25（月）

9/12（火）

9/28（木）

リーガロイヤルホテル小倉
（北九州市小倉北区浅野 1-1-1）

ソラリア西鉄ホテル
（福岡市中央区天神 2-2-43）

12/8（金） 西鉄ホール（ソラリア 6階）
（福岡市中央区天神 2-11-3）

ﾍﾞｽﾄｳｪｽﾀﾝﾌﾟﾚﾐｱﾎﾃﾙ長崎
（長崎市宝町 2-26）

ホテル日航熊本
（熊本市上通町 2-1）

ＮＴＴクレドホール
（広島市中区基町 6-78）

15:00-18:30

15:00-18:30

15:00-18:30

15:00-18:30

15:00-18:30

13:00-16:00

栄美通信

栄美通信

栄美通信

栄美通信

栄美通信

貿易広告社
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北九州市立大学では、高校生、保護者あるいは高校の先生を対象とした広報として様々な
取組みを行っております。今年度４月から７月までの実績をご紹介します。

北九大進学をお考えの皆さまへ

進路指導担当者懇談会
高等学校や予備校等の進路指導ご担当の皆様に本学学

部学科の特色や入試・就職等についてご説明し、進路指導

の参考としていただくために毎年度開催しています。

　今年度は７月５日（水）に開催し、兵庫県以西の高等学校

・予備校から１７５校２１６名の先生方にご参加いただき

ました。２部形式で開催され、第１部は学部学科や入試結

果・変更点などについて、第２部は各学部ごとにさらに詳細

な説明会を実施しました。

　来年度も開催する予定ですので、ご参加をお待ちしてお

ります。

高校訪問
　ご依頼のありました高等学校へ大学の職員がお伺いし、

北九州市立大学の学部学科の特色や入試制度、留学制度、

就職状況や就職支援の取組みなどについて資料を使って

生徒さんへご説明します。

　今年度は４～７月、１２高校へ大学の説明をしました。 

出張講義
　高等学校からのご依頼を受け、本学の各学部教員が高

等学校へ出張し、高等学校で模擬授業を実施します。

　今年度は４～７月、計１４高等学校へ出張講義をしまし

た。

進学ガイダンス
　九州・山口各県などで新聞社等の主催で開催される進学

ガイダンスに参加しています。

　今年度は４～７月、鹿児島や山口など計２４箇所に参加

し、計６８６名の高校生等の入試や就職・留学等の個別の

相談に対応しています。

　毎回熱心な高校生や保護者の方にご来場いただいてい

ます。 

 

大学訪問
　ご依頼のありました高等学校の生徒・ＰＴＡ等の皆さん

に北方キャンパス、ひびきのキャンパスへお越しいただき、

両キャンパスの施設等を実際にご案内し、教室を使用して、

北九州市立大学の学部学科の特色や入試制度、留学制度、

就職状況や就職支援の取組みなどについて資料を使ってご

説明します。

　今年度は４～７月、４高校２１０名の高校生・ＰＴＡの

皆さんをご案内しました。 

◎出張講義、高校訪問、大学訪問についてのお問い合わせは、大学事務局経営企画課（Tel　093-964-4195）までお願いします。

入試広報
REPORT


	表紙(OPEN CUMPUS)青嵐4.pdf
	学報（標準フォーム）01副学長.pdf
	学報（標準フォーム）02大学説明会.pdf
	学報（標準フォーム）03トピックス0814.pdf
	学報（標準フォーム）04お知らせ.pdf
	学報（標準フォーム）05(学部学科①）.pdf
	学報（標準フォーム）06(学部学科②）.pdf
	学報（標準フォーム）07(学部学科③）.pdf
	学報（標準フォーム）08BS.pdf
	学報（標準フォーム）09会議.pdf
	学報（標準フォーム）10コラム.pdf
	学報（標準フォーム）11高校生（0807）.pdf

